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１．概要（Summary） 

沸騰熱伝達は，熱伝導，対流熱伝達，ふく射熱伝達な

どの他の熱伝達形態と比較して高い熱伝達率を持ってい

る．沸騰現象において，伝熱面と沸騰気泡との間に形成

されるミクロ液膜の蒸発により 1 MW/m2 以上の高熱流束

熱輸送が生じることが実験的に示されている(1)．本研究で

は，レーザー干渉法を用いた液膜可視化・厚さ計測により，

ミクロ液膜の形成・伝熱特性を調べた． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

超純水製造装置，ドラフトチャンバー，超音波洗浄装

置，プラズマ CVD，スパッタ装置，膜厚測定器，両面マス

クアライナ，スピンコータ，ホットプレート 

【実験方法】 

Fig.1(a)に本実験で用いた実験装置，Fig.1(b)に製作した

ITOヒータの概略図を示す．He-Neレーザー(出力:2mW，

波長:632nm)をビームスプリッターに入射し，ミクロ液膜底

部に垂直入射する．沸騰気泡底部のミクロ液膜の上面と

下面で反射した光の重ね合わせで干渉縞を得る．隣接し

た明線（暗線）の間での液膜厚さの差は式(1)で表すこと

ができ，干渉縞の本数 m を数えることでミクロ液膜厚さを

計算できる．δはミクロ液膜厚さ，n は水の屈折率，λは 

He-Ne レーザーの波長を示す． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig.2 にミクロ液膜初期厚さとミクロ液膜半径との関係を示

す．直線は，水を用いた時のミクロ液膜初期厚さとミクロ液

膜半径の関係を近似曲線にしたものであるが， 純粋の

場合と界面活性剤を添加した水の場合でのミクロ液膜厚

さに有意な差は見られなかった． 

 

 
 Fig. 1 Experimental apparatus  
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Fig.2 Distribution of initial microlayer thickness 
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